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バイオコンファレンス 2014	
 プログラム	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊講演会は生命科学専攻教室セミナーを兼ねています．	
 

	
 

○12:55〜13:00	
 開会の挨拶	
 可知 直毅（理工学研究科	
 研究科長）	
 
	
 

セッション１	
 

○	
 13:00〜13:20	
 講演	
 （講演１５分＋質疑応答５分）	
 

尾勝	
 圭（東京都医学総合研究所）（ポスター３９）	
 

「不良ミトコンドリア処理に関わる PINK1 と Parkin の活性制御機構」	
 

○	
 13:20〜13:40	
 講演	
 	
 

八巻	
 優佳（首都大学東京・生命科学専攻）（ポスター７）	
 

「ヘッジホッグ受容体を足場とした新しいユビキチン化酵素複合体」	
 

○	
 13:40〜13:55	
 ポスターフラッシュ（１名あたり６０秒）	
 

ポスター:	
 1,	
 3,	
 5,	
 9,	
 11,	
 13,	
 15,	
 17,	
 23,	
 25,	
 27,	
 29	
 

	
 

休憩（１５分）	
 

	
 

セッション２	
 

○	
 14:10〜14:30	
 講演	
 	
 

高田 守（東京農工大学・農学府/生物生産科学専攻）（ポスター５９） 

「せびる子と渋る親 給餌量を決めるのは親か子か？」 

○	
 14:30〜14:50	
 講演	
 	
 

宮城 竜太郎（首都大学東京・生命科学専攻）（ポスター８３） 

「キイロショウジョウバエ自然集団における体色多型を生み出すメラニン合成系

遺伝子群の cis発現量解析」 

○	
 14:50〜15:00	
 ポスターフラッシュ	
 

ポスター:	
 31,	
 33,	
 35,	
 61,	
 69,	
 71,	
 73,	
 75,	
 77,	
 79	
 	
 

	
 

セッション３	
 

○	
 15:00〜15:45	
 ポスターセッション（奇数番号）	
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セッション４	
 

○	
 15:50〜16:10	
 講演	
 	
 

塚谷 祐介（東京工業大学・地球生命研究所）（ポスター４６−２） 

「始原的な光合成から酸素発生型光合成への進化」 

○	
 16:10〜16:30	
 講演	
 	
 

角田 智詞（首都大学東京・生命科学専攻）（ポスター８２） 

「植物と土壌系の相互作用：基礎生態学から生物多様性を活かした作物生産へ向

けて」 

○	
 16:30〜16:45	
 ポスターフラッシュ	
 

ポスター:	
 40,	
 42,	
 44,	
 46,	
 48,	
 50,	
 52,	
 54,	
 56,	
 58,	
 60,	
 62,	
 64	
 

	
 

休憩（１５分）	
 

	
 

セッション５	
 

○	
 17:00〜17:20	
 講演	
 	
 

藤田 泰典（東京都健康長寿医療センタ―研究所）（ポスター１４） 

「サイブリッド細胞を用いたミトコンドリア病の新規バイオマーカー探索」 

○	
 17:20〜17:40	
 講演	
 	
 

武富 芳隆（東京都医学総合研究所）（ポスター３８） 

「脂質によるアレルギー制御の新基軸」	
 

○	
 17:40〜17:55	
 ポスターフラッシュ	
 

ポスター:	
 26,	
 28,	
 30,	
 32,	
 36,	
 74,	
 76,	
 78,	
 80	
 

	
 

セッション６	
 

○	
 18:00〜18:45	
 ポスターセッション（偶数番号）	
 

○	
 18:45〜19:15	
 フリーポスターセッション（奇数・偶数番号）	
 

	
 

懇親会	
 

○	
 19:15〜20:00	
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せびる子供と渋る親 

 -子への給餌量を決めるのは親か子か？- 
 

高田守（東京農工大学・農） 
 
	
 有性生殖を行う生物では、繁殖の際に親が行う物質的・時間的な投資の量(繁殖投
資量)を巡り、親と子の間に利害対立が生じる。その結果、より多くの給餌を要求す
る子の形質と、これを阻止する親の形質の間で共進化が生じると予測されている。先

行研究では、給餌量の決定権が親と子どちらにあるのかは、種毎に異なることが示さ

れており、どのような要因が給餌量の決定権に関与するのか判っていない。 
親が子の養育を行う種では、子の孵化後も、親と子の相互作用が行われるため、多く

の親と子の形質が給餌量に影響する。例えば、子の孵化が一斉には起こらず、非斉一

的に起こる種では、子の孵化のタイミングが、給餌を巡る子の競争能力に差を生じる

ことにより、子が得る給餌量を左右する。このような、給餌量を巡り共進化している

親と子の形質とは別の形質が、給餌量の決定に関与している可能性がある。 
本講演では、親が子の養育を行う亜社会性昆虫ヨツボシモンシデムシにおいて、孵化

のパターンが、給餌量を巡る親子間の利害対立とどう関連するか紹介する。 
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始原的な光合成から酸素発生型光合成への進化 

 
塚谷祐介、増田真二（東京工業大学	
 地球生命研究所） 

 
	
 生物の光合成には２つの様式があり、１つは植物やシアノバクテリアが行う「酸素

発生型光合成」であり、もう１つは“光合成細菌”と総称される微生物グループが行

う始原的な光合成、いわゆる「酸素非発生型光合成」である。植物やシアノバクテリ

アが２つの光化学反応中心タンパク質（光化学系Iと光化学系II）を用いて水を電子源
として酸素を発生しながら光合成するのに対して、光合成細菌は種によって光化学系

I型あるいはII型のどちらか１つの反応中心しか持たず、酸素を発生しない。約27億年
前にシアノバクテリアが誕生し、それに伴って地球上の酸素分圧が上昇していき現在

の我々が住む地球環境になったことを考えると、酸素発生型光合成能がいかにして獲

得されたかを解明することは生物進化・地球史において重要であり、また近年では生

物のシステムを模した人工光合成系の開発という応用面からも注目されている。私が

所属する地球生命研究所は、古代の地球環境を地質学/惑星学の観点から探りそこで
得られた情報をもとに生命の起源に迫る、ということを１つの大きなテーマとする

2013年に設立された学際的で新しい研究所である。その中で我々のグループは、生命
誕生以降、地球惑星環境に大きな変化を与えた光合成の進化について研究を行ってい

る。具体的には、遺伝子工学的手法を用いて、酸素非発生型から酸素発生型光合成へ

の進化に必要な因子について調べている。これまでに我々は、２つの反応中心を共存

させ、さらにクロロフィルを生産させた光合成細菌変異株（元来、光合成細菌はバク

テリオクロロフィルという色素を光合成に用いる）を得ることに成功したので、本発

表ではこれについて紹介したい。 
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 首都大学東京理工学研究科生命科学専攻では，平成 17，18 年度は文部科学省の補助事業「魅力ある

大学院教育イニシアティブ」，平成 19，20，21 年度は同省補助事業「大学院教育改革支援プログラム」

の活動の一環として，「首都大学東京バイオコンファレンス」を首都大学東京生命科学関連研究室，東

京都の研究機関，海外の研究機関等との人的交流促進のために開催してきた．22 年度からは学内の継

続事業予算からこれを開催している（今年度は専攻長のもと得平，江口，横田，高鳥が企画し，教室

セミナー委員と庶務委員が運営）．	
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ŴŸ £ §�v´Xc
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×ǂǥȂȅȊȏǥȆȍǁǊǍ�f �ĤƩĴ�

ŴŹ ǀƴ ²ÓÝ�cë÷g ǥȋǔǴǲǨǲǂ¯ǂË*ÓưȊǪǧǂäĜǁ�ƭǍ�Ŝ �·Ũ5Ċ
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ŵŲ £ ÜR�ÝÓcë÷g
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ƊƕƜŨƝƟƜƣƖƛƐƒŬŨƌƖƒơƛƎƚ

ƆƕƢƛƔŨƊƕƖŨſƜƛƔ
ƂƢƜƛƔ

ŶŶ ǀƴ 0Óāĉ+Šcë÷g
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ƆƜƛƒƟƖƛƎƒūŨŨƖƛŨƀƛƑƜƛƒƠƖƎ ƈƖƗƎƙŨƉƎơƟƖƎ

Ŷŷ ǀƴ 0Óāĉ+Šcë÷g
ƉƒƎƟƐƕƖƛƔŨƓƜƟŨƐƟƦƝơƖƐŨƠƝƒƐƖƒƠŨƖƛŨŻƢƝƙƜƝƢƠŨƐƎƟƏƜƛƎƟƖƢƠŨƠƝƒƐƖƒƠŭƐƜƚƝƙƒƥ
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ŷŰ ǀƴ ²Óāĉ+Šcë÷g
ƈƒơƖƐƢƙƎơƒŨƒƣƜƙƢơƖƜƛŨƖƛŨƎƠƒƥƢƎƙƙƦŨƟƒƝƟƜƑƢƐƖƛƔŨƓƒƟƛƠŬŨơƕƒŨŽƟƦƜƝơƒƟƖƠŨƣƎƟƖƎ
ƐƜƚƝƙƒƥ OƩÈŦ

ŷű £ Ń3Ň�cë÷g
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ŷŴ £ ²ÓÜR�üë÷g
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ŷŷ £ Ń3Ň�cë÷g
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��Ň�`Đǂ+
`Ń3 wuōÂ
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�ŏă�ōƪ=à�
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Ÿű ǀƴ ²ÓÜR�üë÷g ǺȃǮȈǛǵǢǠŚĚ#8i�Ǽǘǰǰȋǻȍǂºĕ>f ¤¦!y

ŸŲ ǀƴ ²ÓÝ�cë÷g
²ÓƾHUāǂè
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ǆ?ƲƼ ĮàŨ¢ı
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